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父
が
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
ま
と
め
た「
日
本
国
家
の
起
源
」を
紹
介
す
る
場
と

し
て
、
今
回
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
越
中
哲
也
先
生
の
ご
配
慮
に
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
父
、
松
野
尾
辰
五
郎
は
、
大
正
五
年
福
江
市
江
川
町
で
生
ま
れ
、
平
成
八
年
十
二

月
に
東
京
で
八
十
才
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
経
歴
と
し
て
は
、
旧
制
五
島
中
学
を
卒
業
後
、
三
井
楽
の
嶽
小
学
校
で
の
代
用
教

員
を
経
て
、
半
年
弱
の
兵
役
後
上
京
。
警
視
庁
に
職
を
得
て
国
内
留
学
と
い
う
形
で

東
京
外
語
大
華
語
部
で
中
国
語
を
学
び
な
が
ら
、
中
国
要
人
の
通
訳
・
警
護
を
担
当
。

戦
後
は
国
鉄
を
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
ま
し
た
。

　
極
く
平
凡
な
人
生
で
し
た
が
、
唯
一
の
心
残
り
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
自
費
出
版

し
て
日
の
目
を
見
な
い
ま
ま
の
此
の
本
の
行
く
末
で
し
た
。
私
と
し
て
も
、
こ
れ
を

埋
も
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
、
せ
め
て
国
会
図
書
館
に
登
録
す
る
こ
と
だ
け
で
も
し

て
お
か
ね
ば
と
、
今
回
の
復
刻
版
製
作
を
し
た
わ
け
で
す
。
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こ
の
本
の
内
容
と
し
て
は
、

（
一
）、
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
神
代
篇
の
伝

承
は
、
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
て
お
り
、
弥

生
時
代
の
五
島
列
島
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

（
二
）、
記
紀
の
神
代
篇
の
神
々
の
原
型
は
、

日
本
に
稲
作
・
弥
生
文
化
を
も
た
ら
し
た
中

国
か
ら
の
渡
来
人
で
あ
る
。

　
稲
作
文
化
は「
稲
作
の
先
生
」に
よ
っ
て
全

国
に
広
め
ら
れ
た
。
福
江
島
の
チ
ャ
ン
コ
コ

踊
り
は
、
そ
の
稲
作
の
伝
播
役
で
あ
っ
た
。

（
三
）、高
天
原
は
、地
上
に
あ
っ
た「
神
々
（
初

期
の
渡
来
人
）の
地
域
」で
、
現
在
の
福
江
島

で
あ
る
。

（
四
）、「
天
孫
降
臨
」は
、
福
江
島
漁
津
ヶ
崎
か
ら
発
進
し
薩
摩
の
笠
沙
岬
へ
到
着
し

た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

　
等
々
の
考
察
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
五
島
列
島
の
地
名
や
地
形
が
、
古
事
記
伝
の
説
明
と
、
さ
ら
に
は
神
道
の
祝

詞
と
符
号
す
る
こ
と
を
多
く
の
例
を
あ
げ
て
述
べ
て
い
る
。

　
古
典
・
歴
史
学
・
宗
教
学
・
民
俗
学
等
の
広
範
な
勉
強
、
な
か
で
も
本
居
宣
長
翁

の
古
事
記
伝
に
つ
い
て
は
、
翁
の
没
後
門
人
と
で
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
ほ
ど
の
打
ち
込
み
方
で
、
本
人
も『
記
伝
の
解
釈
を
食
傷
す
る
く
ら
い
徹
底
的
に

引
用
し
て
い
る
』と
述
べ
て
い
る
。

　
父
の
多
く
の
見
解
の
う
ち
よ
り
今
回
は
二
つ
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

（
一
）、
木
の
国
は
肥
前
で
あ
る
。

『
今
日
の
常
識
で
は
、
何な
ん
び
と人
も
木
の
国
は
紀
伊
ノ
国
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
古
代
に
お
け
る
木
ノ
国
は
、
肥
前
の
杵
島
・
鹿
島
を
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。

鹿
島
地
方
の
古
社
寺
調
書
に
、「
多
羅
岳
神
は
須
佐
之
男
命
の
御
子
五い

十そ

猛
た
け
る
の

命み
こ
と

也
」

と
あ
り
、
こ
の
五
十
猛
命
は
記
伝
の
説
明
に
も
あ
る
よ
う
に
大
屋
毘
古
神
の
こ
と
で

あ
る
。

須
佐
之
男
命
が
熊く
ま
な
す成
の
峯
に
暫
く
居
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
熊
成
の
峯
と
い
う
の

は
杵
島
岳
を
言
う
。
そ
う
し
て
み
る
と
父
子
共
に
、
肥
前
の
こ
の
附
近
に
住
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

の
ち
に
大
国
主
神
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
大お
う
な
む
ち
の
か
み

穴
牟
遅
神
が
、
意
地
悪
な
兄
弟
た
ち

に
追
わ
れ
て
逃
げ
込
ん
だ
大
屋
毘
古
神
の
い
た
木
の
国
な
る
も
の
は
、
多
羅
岳
一
帯

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
諌
早
・
長
崎
を
経
て
福
江
島
は
目
睫
の
間
で
あ
る
。』

（
二
）、
伊
邪
那
岐
命
は
若
松
瀬
戸
で
禊
払
い
を
し
た
。

そ
の
場
所
に
関
し
て
、
記
で
は「
竺つ
く

紫し

の
日
向
の
橘
た
ち
ば
な

の
小お

ど門
の
阿あ
は
ぎ
は
ら

波
岐
原
」と
な
っ

て
い
る
。「
日
向
」を
ヒ
ム
カ
ノ
で
は
な
く
ヒ
ム
カ
ヒ
ノ
と
訓
む
こ
と
を
鍵
に
し
て
、

禊
の
場
所
の
推
定
に
道
が
展
け
、
中
通
島
と
若
松
島
の
間
の
若
松
瀬
戸
で
あ
る
と
断

定
す
る
。

　
こ
こ
で
陸
の
六
神
、
海
の
六
神
、
左
右
の
手
の
玉
飾
り
か
ら
の
神
々
が
化
成
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
明
方
法
の
中
か
ら
一
例
を
あ
げ
て
み
る
。

『
道み
ち

乃の

長な
が

乳ち

歯は
の

神か
み

は
、
投
げ
棄
て
た
御
帯
に
化
成
し
た
神
だ
と
い
う
。

記
伝
に
は
、

〝
道
乃
長
乳
歯
神
、
万
葉
に
遠
き
道
を
、「
道
の
長
手
」と
多
く
詠
め
る
、
長
乳
は
即

ち
こ
の
長
手
に
て
、
同
言
な
れ
ば
な
り
。
又
書
紀
に
は「
道
乃
」と
い
う
言
な
く
て
、

た
だ
長な
が

乳ち

磐は

ノの

神か
み

と
あ
れ
ば
、
乳
も
道
に
て
、
道
の
長な
が

道ぢ

か
、
御
名
の
由
は
、
帯
の

狀さ
ま

道
の
長
手
に
似
た
れ
ば
な
る
べ
し
〟　
即
ち
、
長
い
帯
の
状
態
が
、
遠
い
遠
い
単

調
な
一
本
道
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
神
の
名
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
表
わ
し
て
い
る
の
が「
道
土
井
」で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
道
土
井
は
道
が

遠
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。』

と
い
う
推
論
の
進
め
方
で
解
明
し
、
父
が
発
見
し
た
神
々
の
場
を
表
わ
し
た
の
が
左

の
図
で
あ
る
。

　『
正
に
驚
天
動

地
で
あ
る
』と
は

父
本
人
の
言
で

す
が
、
記
伝
の

説
明
と
五
島
列

島
の
地
図
が
一

分
の
ス
キ
も
な

く
ピ
タ
リ
と

合
っ
て
い
ま
す
。

父
が
熱
望
し
た

よ
う
に
、
多
く

の
方
々
の
目
に

留
ま
り
ご
批
評
い
た
だ
け
れ
ば
父
の
供
養
に
な
る
か
と
存
じ
ま
し
て
、
拙
い
文
で
す

が
思
い
切
っ
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
本
の
発
行
者
・
岡
山
市
在
住
・
お
讀
み
に
な
り
た
い
方
は
本
会
事
務
所
ま
で
）

三
四
一
号
　
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日

「
日
本
国
家
の
起
源  

五
島
列
島
に
実
在
し
た
高
天
原
」

　
　
　
ー 
父
の
書
に
つ
い
て

○
十
二
月
一
日
、
今
日
よ
り
師し
わ
す走
、
年
の
瀬
で
あ
る
。
其
角
は「
年
の
瀬
は
水
の
流
れ
」と

言
い
、
そ
れ
に
答
え
て
唯
七
は「
あ
し
た
待
た
る
る
其
の
宝
船
」と
答
え
て
い
る
。
さ
て

私
は「
あ
し
た
待
た
る
る
其
の
何
」で
し
ょ
う
か
。

○
己
を
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
人
は
、
其
の
任
に
つ
か
な
い
方
が
良
い
よ
う
で
す
ね
。
ラ
ジ

オ
が
歌
っ
て
い
ま
し
た
。「
京
都
大
原
三
千
院
　
国
に
や
ぶ
れ
た
男
が
一
人
…
…
」

○
江
戸
時
代
の
長
崎
年
中
行
事
抄
を
見
て
い
た
ら
、
十
二
月
は
実
に
行
事
が
多
か
っ
た
。

　
十
二
月
朔
日
・
早
朝
よ
り
、川
渡
り
と
て
餅
を
賣
り
に
来
る
。
其
の
声
か
ま
び
す
し
、又
、

節せ

季き

候ぞ
ろ

・
恵
美
須
と
て
下
人
ど
も
家
々
に
回
り
来
る
。

　
八
日
、
釈
迦
悟
道
の
日
と
て
臘ろ
う

八
の
供
養
粥か
ゆ

あ
り
。
十
三
日
正
月
は
じ
ま
り
と
て
家
々

鱠な
ま
す

を
つ
く
り
相
祝
す
。

　
廿
二
日
よ
り
廿
八
日
ご
ろ
ま
で
の
間
、
家
々
餅
つ
き
あ
り
、
桂
も
ち
を
大
黒
柱
に
つ
く
。

又
新に
い

婦よ
め

を
抱
え
て「
臼
入
れ
」の
行
事
あ
り
。
廿
九
日
餅
つ
か
ず
。

　
廿
四
日
、
家
々
酒
を
入
る
る
事
を
忌
む
。
大
災
を
防
ぐ
為
な
り
。

　
廿
八
、九
日
神
棚
・
荒
神
様
・
佛
前
全
て
に
正
月
の
飾
り
を
用
意
す
。

　
こ
の
日
よ
り
、幸
木
を
玄
関
に
懸
け
、手
か
け
の
台
を
造
る
。
親
戚
や
妻
の
実
家
に
鏡
も
ち・

塩
鰤
を
取
り
そ
ろ
え
贈
る
。
妻
の
実
家
夫
妻
健
在
な
れ
ば
鏡
も
ち
二
か
さ
ね
を
贈
る
。

　
晦
日
、
家
々
「
す
す
は
ら
い
」を
す
ま
せ
、
重
箱
・
雑
煮
・
屠
蘇
酒
を
用
意
す
。
商
家

は
す
べ
て
の
集
金
を
終
え
家
に
帰
り
て
会
席
す
。

○
戦
前
の
十
二
月
と
言
え
ば
忠
臣
蔵
の
義
士
の
討
入
り
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
除
夜
の
鐘
と

色
々
と
行
事
あ
り
多
忙
、と
あ
る
。
長
崎
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
行
事
書
を
み
る
と「
ナ

タ
ラ
・
ご
さ
ん
ま
ち
の
事
あ
り
」と
記
し
て
あ
る
が
此
の
行
事
は
今
も
伝
承
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

○
十
二
月
二
十
二
日
は
冬
至
、
一
年
中
で
昼
が
一
番
み
じ
か
い
日
。
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
柚

湯
に
入
る
と
難
を
さ
け
る
と
言
う
。

○
長
崎
純
心
大
学
博
物
館
研
究
第
一
七
号
と
し
て
私（
越
中
）の
最
近
の
小
論
を
編
輯
し

「
長
崎
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
」と
題
し
て
発
行
し
て
下
さ
っ
た
。
内

容
は
長
崎
の
通
事（
詞
）達
が「
こ
と
ば
」を
通
じ
て
政
治
・
文
化
の
交

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

流
に
尽
し
た
事
。

長
崎
の
料
理
・
美
術
工
芸
・
古
陶
磁
の
事
を
平
易
な
入
門
書
と
し
て
記
し
て
い
る
。（
書

店
販
売
は
無
い
の
で
御
希
望
の
方
は
本
会
事
務
所
ま
で（
電
話
八
二
一
─
一
五
四
〇
）

○
平
成
二
十
三
年
は
一
月
五
日（
水
）午
前
十
時
よ
り
開
所
。

新
年
の
第
一
回
長
崎
学
講
座
は
十
七
日（
月
）午
前
十
一

時
よ
り
開
講
い
た
し
ま
す
。

○
良
き
新
年
を
御
迎
え
下
さ
い
ま
せ�

事
務
局
一
同

Ⓐ～Ⓕ 海の神
①～⑥ 陸の神
 ①杖を投げ棄てた時化成した神
 ②帯を 〃 〃
 ③裳を 〃 〃
 ④衣を 〃 〃
 ⑤袴を 〃 〃
 ⑥褌を 〃 〃
いろは 右手の玉飾を投げ棄てた時化成した神
にほ 左手 〃 〃

　
岡
山
市
　
村
山
三
枝
子

五島の権現岳「これぞ天ノ迦具山である」（松野尾氏著書）


